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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

○H24.4.27(金)16:00～外来ミーティングを病院2階会議室で実施する予定です。外来に配属している職員は参加をお願い致します。

○外来にてローテーション研修を実施

H24.4.27(金)・H24.4.30(月)新田真子CW

○通所リハビリテーションにてローテーション研修を実施  ※H24.4.27(金)のみ

  高橋和政さん(事務)・楢舘和樹さん(事務)・田中友恵さん(事務)・小倉夏希CW・山内佐江子Ns

○H24.4.20実施された春の会での会費を回収します。
　支払期間　4月27日（金）から5月6日（日）まで
　支払金額　　参加者　￥5.000　／  不参加者　￥600
※4/1入職の新人職員及びＨ23.12.26以降入職の職員の会費は無料。
　上記の金額を各施設の行事委員に会費を支払い、領収書を引き換えに受け取って下さい。
　各領域の行事委員
　　精神領域　北病棟Ｇ　上口　昌範　水上　由佳子
　　　　　　　西病棟Ｇ　長濱　佳祐
　　　　　　　南病棟Ｇ　橘　康仁　田村　直樹　貝塚　寿子
　　高齢領域　南山２階ＢＧ　加藤　大樹
　　　　　　　南山３階Ｇ　　清水　尚美
　　　　　　　南寿の里　　　松川　達也
　　財団出向　　　　　　　　半澤　麻由美
○外来・通所部署懇談会を下記にて実施します。

  H24.5.7(月)  18:00～  「菊の里 鼓」 会費：2500円

＜外来患者様情報＞

○山口富造様(64)  主治医：安ヶ平Dr  任意入院  入院(東病棟Bユニット)

  病名：アルコール依存症・軽度知的障害・抑うつ状態

S47年(25歳)に妻が死去した後､抑うつ感､悲哀感が強まり飲酒量が増加。H9年(50歳)､飲酒問題により職場を解雇された後に飲酒量が更に増加。増加連続飲酒状態となっていた。H14.9.3自室内で意識消失して倒れ､八戸市立市民病院[精神科]へ入院。H15.5.6退院後も断酒出来ず､また､嘔吐や脱力感等の身体不調を訴えて､以後､同院へ4回の入院歴がある(①H15.11.18～H16.4.6､②H16.11.18～H17.4.13､③H17.9.7～H18.4.22､④H19.9.26～H20.4.20)。H20.4.20退院後､ささクリニックへの通院を継続。断酒を継続して､精神不穏なく経過していたが､H24年2月より飲酒を再開。その後も飲酒を継続して､H24年3月より抑うつ感､嘔気や下腿の脱力が出現。薬物調整を行っていたが､その後も上記症状は改善せず､H24.4.26当院を初診。翌27日に入院となる。
→頭部画像検査や心理検査等を実施し、検査結果を踏まえて診断名を確定していく。アルコール依存症治療プログラムの実施については、認知機能の低下が認められていることから、本人の認知機能に合わせたプログラムの実施を検討していく。退院後は、認知機能の低下が著しいことから、日常生活上の支援が必要であると考えられ、必要に応じて福祉サービス・介護サービスの利用を検討していく。また、家族とは絶縁状態となっており、家族の状況は不明。家族の連絡先は確認できている為、八戸市役所生活福祉課と連絡調整を図った上で家族に連絡を行い、家族状況を確認していく。また、治療方針や保護者の説明を行い、治療の協力を得ていくこととしている。

○木村  春雄様(74)  主治医：田名部Dr  医療保護入院  入院(東病棟合併症室)

  病名：脳血管性認知症

H22年5月頃より､抑うつ気分､身体不調が出現し､H22.8.2かのはらｸﾘﾆｯｸを受診。H23年6月突然車の運転方法を忘れることがあり､大里脳神経外科を受診し､MRI検査施行するが異常所見はなかった。H23年9月頃より活動性が低下。H23年10月､夜間に｢誰か来ている｣｢今人がいっぱい来ていて居たはずなのにどうしたべ｣と訴える事があった。H23.10.11｢生きている理由が無くなった｣｢これだったら死んだ方が良い｣と訴え､自傷行為が出現。希死念慮が強く､自傷行為もあり自宅対応困難なことからH23.10.13当院初診し､入院。H24.4.8より発熱と嘔吐､胃部不快の訴えが出現。肺炎の所見あり専門医での治療を希望し八戸市立市民病院[救命救急ｾﾝﾀｰ]へ転院。次第に身体症状改善し､精神症状の観察及び身体管理を目的として､H24.4.27当院2回目の入院。
→身体管理を密に行い、身体状態の改善を図っていく。現在、経管栄養を実施しており、今後は経口での食事摂取が可能となるよう、嚥下訓練を実施していく。
○大友 勝様(38)  主治医：猪股Dr  新外来患者

  病名：抑うつ状態

H24年1月下旬､八戸市の部署へ転勤となり､翌2月に同市へ転居。転勤後より､新たな顧客を得ることや､初めて住む土地に慣れること等に対してｽﾄﾚｽを感じるようになっていた。また､業務が多忙となり､用事が重なった際､苛々感が生じるようになっていた。上記により､H24年1月下旬頃より抑うつ感･不安感､意欲の低下､食欲の低下等の症状が出現。上記症状により､睡眠が悪化し､起床時に頭痛等の身体不調､疲労感等を感じるようになっていた。また､同時期より集中力が低下し､携帯電話の置き場所を忘れることがあった。H24年2月頃より､集中力の低下が著しくなり､仕事用のｶﾊﾞﾝを営業先に忘れる､前日の出来事を思い出せなくなる等､月に4～5回程物忘れの症状が認められていた。上記により､業務に支障が出たことや､抑うつ感･不安感等の症状が顕著で､業務の遂行が困難となっていたことから､H24年3月中旬より､職場を休職。休職後も､｢復職できるのか｣｢仕事をしなければ｣等と考えることが多く､抑うつ感･不安感等の症状や､食欲の低下､不眠等が持続していた。その後も上記症状が軽減されないことから､当院を初診。

→抑うつ感・不安感、不眠等の症状の軽減を目的として、抗うつ薬・睡眠薬を処方。今後も通院治療を継続して上記症状の軽減を図っていく。また、職場はH24年5月末に退職する予定としている。上記症状の軽減が図れ次第、就職活動を実施していく予定。
＜通所利用者様情報＞

○中村 弘明 様…H24年4月より実家で行われている農業の仕事を開始した為、精神科デイケアの利用を終了。今後も、対人能力の獲得・向上、友人作りを目的として、精神科ナイトケアの利用(毎週月曜日)に切り替えている。また、平日は業務の為に問診を受けることが出来ないとのことで、毎週土曜日の問診に変更している。

○宮　陽子　様…H24.4.26(木)精神科デイケアの利用日であったが来所せず、本人からの連絡もなかった為、通所職員より電話連絡を実施。連絡が図れない為、各関係部署や兄へ連絡。同日、兄が本人宅へ訪問し、在宅を確認。兄より、事情を確認した際、整形外科への受診を理由に精神科デイケアの利用が行えなかったことを話していた。最近の様子として、情動が不安定で、特定の職員に対する不満を訴えて関わりを拒否すること等があり、今後も病状の確認を密に行って各部署での情報共有を図り、適宜対応方法について検討していく。

○大久保康弘様…現在も、「悪魔が部屋にいる」等の妄想の症状が持続しており、通所職員との面談時に上記症状について訴えることがある。上記症状により睡眠も不安定で、本人も「寝ているのか分からない」「寝ている感じがしない」等、熟眠感がないことを訴えている。服薬は行えており、通所・通院も定期的に行えている。今後も病状の変化や内服状況を確認し、主治医へ情報提供を実施していく。

○鈴木 茂子様…現在、青山荘退所後の生活場所として、本人はグループホームへの入所を希望している。当院に併設されているグループホームではなく、別のグループホームを検討していくこととしており、退所後について姉の意向も確認することとして、主治医より青山荘へ指示が出ている。今後、外来看護師より青山荘へ姉の連絡の有無等を確認していく。

＜今後の新患者様・新入院患者様情報＞

○山本  伸子様(61)  H24.4.30入院予定

H5年頃息子が交通事故死。同時期より、「息子の声が聞こえる」等の幻聴、妄想が出現。H10年より、衒気的態度を示すようになり、H10年3月当院を初診し、入院。H10年4月に退院後、当院への通院を継続することとしていたが、通院は行われず、服薬を中断。その後、幻聴・被害妄想が再燃し、易興奮性が強まりH12年9月湊病院を初診し、以後、同院へ2回の入院歴がある。幻聴・被害妄想等の症状が軽減されず、家族の意向で夫の勤務する八戸市立市民病院へH22.9.21初診。以後、同院へ通院を継続することとしていたが、2回のみ受診が行われ、以後、通院を中断。その後も、さくら病院等の精神科病院へ入退院を繰り返していた。夫より暴言・暴力等を振るわれることがあり、H24年1月、盛岡市の実家へ転居。転居後、精神科病院への通院を中断。同時期より、幻聴・被害妄想、無為自閉等の症状が顕著となり、「夫から暴力を受けている」等と警察署へ連絡する等の行動が頻回となって、実家での生活が困難となっていたことから、H24年4月に次女が同行して八戸市へ帰宅し、同月20日さくら病院を受診。同院への入院治療を実施することとなったが、同院が満床であったことから、当院へ入院相談があり、H24.4.30当院を受診する予定としている。

○大久保 徳子 様(46)  H24.5.1受診予定

  H15年2月、夫と離婚したことを機に抑うつ感・不安感等の症状が出現。同時期より易興奮性が強まり、父親に怒られたことに対して「殺すなら殺せ」等と怒鳴ることが頻回となっていた。その後も上記症状は軽減されず、カウンセリング療法を希望して、H15.4.2当院を初診。以後、当院への通院を継続し、H16.2.26に治療を終了。H16.6.28本人が当院への通院治療を希望して、受診。以後、当院への通院、カウンセリング療法を実施していた。H20.2.26横浜市への転居を機に、紫雲会横浜病院へ転院。以後、同院への通院を継続していた。H24年3月下旬、八戸市へ転居。翌4月に父が死去した頃より、情動が不安定となり、「薬が切れると興奮する」「眠れなくなる」等の症状を訴えていた。今回、八戸市への転居を機に当院への転院を希望して、H24.5.1受診することとなっている。

